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泌尿器科感染症に対するME1207の 臨床的検討

西 淵 繁 夫 ・岡 田 謙 一 郎

福井医科大学泌尿器科学教室*

ME1207は エ ステル型経ロセフェム剤で,活 性本体であるME1206は グラム陽性,陰 性菌に

対し広範囲の抗菌 スペ ク トラムを有 している。本剤を16例 の泌尿器科感染症に投与 し,そ の臨

床的効果および安全性について検討 した。急性単純性膀胱炎5例 中2例 がUTI薬 効評価基準に

基づ く効果判定が可能で,い ずれ も著効 を示 した。慢性複雑性尿路感染症7例 では評価可能例

数が6例 で,主 治医判定で著効1例,有 効4例,や や有効1例 であった。性器感染症4例 では

主治医判定で,非 淋菌性尿道炎1例 が著効,1例 が有効,急 性前立腺炎1例 が有効,慢 性前立腺

炎の1例 はやや有効であった。副作用は特に認めず,本 剤は尿路感染症に安全かつ有効性の高

い薬剤であることが示唆された。
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ME1207は 明 治製菓株式会社で開発された新規 の

エステル型経ロセフェム剤 で,内 服後腸管から吸収 さ

れ腸管壁のエステラーゼによって,抗 菌活性 を有す る

ME 1206に 加水分解 され るプロ ドラッグである。活性

本体であるME1206は グ ラム陽性,グ ラム陰性菌に対

し広範囲 の 抗 菌 スペ ク トラ ム を有 し,特 にSta-

phylococcus aureusに 対 する抗菌 力は従来の経ロセフ

ェム剤に比し優れているのが特徴 とされる。 累積尿中

回収率は,24時 間 までに未変化体(ME1206)と して

約20%を 示 している。前立腺組織内濃度は投与後2時

間で1価青濃度の30%前 後 と考えられている1)。

本剤 を16例 の泌尿器科領域の各種感染症 に用 いて

その有効性 と安全性について検討 した。対象 とした症

例は1989年10月 か ら1990年1月 までに福井医科 大

学附属病院泌尿器科 を受診 し,同意の得 られた16例 で

ある。症例の内訳は急性単純性膀胱炎5例,複 雑性尿

路感染症7例,性 器感染症4例(急 性前立腺炎1例,

慢性前立腺炎1例,非 淋菌性尿道炎2例)で あった.

Table 1. Clinical summary of acute uncomplicated cystitis patients treated with ME1207

AUC: acute uncomplicated cystitis

p.o.: per os
*

before treatment/

after treatment
**

UTI: criteria proposed by the Japanese UTI Committee
Dr.: Dr's evaluation

*〒 910-11福 井県吉 田郡松 岡町 下合月23
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Table 2. Overall clinical efficacy of ME1207 in acute uncomplicated cystitis

0.1g•~3/day, 3-day treatment

Bacteriological response

* regardless of bacterial count

年齢は25歳 から89歳 まで,性 別は男性8例,女 性8

例 であった。急性単純性膀胱炎に対 しては100mgを1

日3回,2～4日 間,複 雑性尿路感染症ではME1207

を100ま た は200mgを1日3回,3～8日 間,性 器感

染症では200mgを1日2～3回,7～28日 間投 与 し

た。本剤の薬効評価に影響 を及ぼす と考えられる抗菌

剤,消 炎剤などは使用 しなかった。効果判定は投薬終

了時主治医に よる有効性,安 全性評価 を行い,UTI薬

効評価基準2)に 合致する症例については同基準に従い

効 果判定 を行った。

急性単純性膀胱炎5例 に対す る主治医判定は,著 効

4例,有 効1例 であった(Table1).ま たUTI薬 効

評価基準に基づ いて判定 を行い得 たものは2例 で著効

2例 であった(Table2)。 細 菌学的効果では投与前分

離 菌Escherichia coli 3株,Staphylococcus sapro-

phylicus 1株 で あり投与後全株消失 した。

慢性複雑性尿路感染症7例 に対す る主治医判定は,

著効1例,有 効4例,や や有効1例 で1例 は投与終了

時に検査が実施できず判定不能であった(Table3)。

投 与後7日Hの 判定あるいは菌数不足のためUTI薬

効 評価基準に基づ く判定はできなかった。細菌学的効

果は本剤投与前に分離 されたブ トウ糖非発酵菌1株,

Proteus vulgaris 1株,S,aureus 1株,E.coli 1株,

Staphylocoecus haemolyticus 1株 は投与後消失,Strcp-

tococcus agalactiae 1株,Pseudomonas aerugimsa1

株 は 残 存 した 。

性 器 感 染 症 で は 主 治 医 判 定 で,急 性 前 立 腺 炎1例 は

有 効(Table4),慢 性 前 立 腺 炎1例 はや や 有効(Table

5),非 淋 菌 性 尿 道 炎2例 で は 著 効1例,有 効1例

(Table6)で あ っ た。 い ず れ も起 炎 菌 は 分 離 され ず薬

効 評 価 基 準 で の 判 定 は で き なか っ た。

MICは 全 株 に つ い て 測 定 され,急 性 単 純 性 膀 胱 炎で

は 瓦colio.20μg/ml以 下 で あ っ た。 複 雑 性 尿 路感 染

症 で はE.coliのMICは0.20～0.78μg/ml,P.vul-

garis0.05μg/ml,Saureus100μg/ml(methicillinの

MIC400μg/ml)で あ っ た 。

本 剤 投 与 に よ る 自.他 覚 的 副 作 用 お よび 臨 床 検査 異

常 は 特 に 認 め な か っ た 。

以 上 よ り,ME1207は 特 に グ ラ ム 陰性 菌 に よ る尿路

感 染 症 に 優 れ た 臨 床 効 果 を も ち,安 全 に 使 用 す る こ と

が で き る 薬 剤 と考 え られ た 。
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Table 3. Clinical summary of complicated urinary tract infection patients treated with IE1207

CCC: chronic complicated cystitis * before treatment **UTI: criteria proposed by the Japanese UTI Committee
BPI-I: benign prostatic hypertrophyafter treatment Dr.: Dr's evaluation

CCP: chronic complicated pyelonephritis
VUR: vesico ureteral reflux

NFR: non glucose fermentative gram-negative rod
ND: not done

Table 4. Clinical summary of a acute prostatitis patient treated with ME1207

p.o. per os before treatment UTI: criteria proPosed by the Japanese UTI Committee
*
after treatment ** Dr.: Dr's evaluation

VB: voided bladder

EPS: expressed prostatic secretion
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Table 5. Clinical summary of a chronic prostatitis patient treated with ME1207

Bacteria *

p.o.: per us
*before treatment ** UTI: criteria proPosed by the UTI Commlttee
after treatment Dr.: Dr's evaluation

VB: voided bladder

EPS: expressed prostatic secretion

Table 6. Clinical summary of urethritis patients treated with ME1207

NGU: in gonococcal urethritis * UTI: criteria proposed by the UTI Committee

AEP: acute epididymitisDr.: Dr's evaluation

VP): voided bladder 1p.o.

: per os
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CLINICAL STUDY ON ME1207 IN UROLOGICAL INFECTIONS
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We investigated the clinical usefulness of ME 1207, a new oral cepharosporin, in urological infec-
tions. ME1207 was given to 5 patients with acute uncomplicated cystitis(AUC), 7 with complicated

urinary tract infections(UTI) and 4 with genital organ infections. According to the criteria proposed
by the Japanese UTI committee, the clinical efficacy was excellent in 2 against AUC. The clinical
efficacy evaluated by the doctor was excellent in 1, good in 4 and fair in 1 against UTI, and excellent

in 1, good in 2 and fair in 1 against genital organ infections. Bacteriologically, 8(72.7%) of 11 strains
were eradicated.


